
　（様式３） 事業所名 グループホームスミール石山

目標達成計画 作成日：　2023　年　12　月　12　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 6

施錠について、安全や不審者侵入防止の為、
やむを得ないとして方針を固定してしまうので
はなく、定期的に振り返りを行い、その必要性
や施錠に代わる方法などを検討されることを
望みたい。

職員の人員配置にもよるが、できるだけ開
放ができるときは行っていく。

職員同士の話し合いを密に行い、情報共有と
理解をしていただき、人員配置で潤っている
時に施錠ドアの解放を30分～3時間位実施し
ていく。

3ヶ月

2 33

重度化した場合や終末期の対応等について
入居時に説明しており、また、今後は文章か
された指針の作成を考えているとの事なの
で、利用者、家族がより分かりやすいよう指針
の作成を進められる事を期待したい。

・当施設は看取りを行っていないが、重度化し
ないように、入居者様個々の状態把握に努め
ていく。
・入居者様やご家族様がわかりやすいように重
度化された場合の指針を作成していく。

・常日頃から入居者様の状態把握に努め、ささい
なことでもフロア職員で情報共有が図れる体制作
りを行い重度化防止策に努めていく。
・グループ施設と連携を図り、重度化した場合の
指針を作成していく。

3ヶ月

3 34

座学での研修が年間の研修計画の中にきち
んと盛り込まれ実施されている。今後は看護
師等を講師に、よりスムーズに的確な対応が
できるよう実践的な研修が行われる事を期待
したい。

常に起こりうるケガや嘔吐時、意識消失等
の対応が全職員がスムーズに対応できる
よう看護師より、全体会議等を利用して学
習できる環境を作っていく。

起こりやすい、怪我処置、意識消失対応、前
兆の症状などを看護師より資料作成して頂
き、会議やカンファレンスなどにて説明、実践
を交えて万一の時にでもすぐに動ける取り組
みを行なう。

3ヶ月

4 35

ハザードマップを再度確認され、火災だけで
はなく、地震や水害など他の災害にも対応で
きるように訓練を実施され、地域との協力体
制についても検討を進められるよう期待した
い。

災害訓練実施計画を作成し、対面式での
運営推進会議を行い、非常災害時におけ
る地域との協力体制を図っていく。

季節や感染時期もあるが、できるだけ対面式
の運営推進会議開催を心掛け、地域と、施設
とのコミュニケーションが図れるように行って
いく。

4ヶ月

5 ヶ月

【目標達成計画】　


